
　

２
月

２７
日
に
開
か
れ
た
本
年
第
１
回
市
議
会
定
例
会
で
、
可
知
市
長
は
本

年
度
の
施
政
方
針
を
述
べ
、
こ
と
し
、
ど
の
よ
う
な
考
え
で
市
政
を
進
め
て

い
く
の
か
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
へ

　

耐
震
性
に
乏
し
い
庁
舎
の
整
備
と
し
て

は
、
第
２
庁
舎
の
整
備
事
業
や
上
矢
作
振

興
事
務
所
庁
舎
移
転
事
業
、
中
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
耐
震
補
強
な
ど
を
行
い

ま
す
。
災
害
時
へ
の
備
え
と
し
て
は
、
小

中
学
校
の
受
水
槽
を
緊
急
時
に
使
え
る
よ

う
に
弁
を
設
け
た
り
、
防
災
備
蓄
品
や
資

材
を
購
入
し
た
り
し
ま
す
。こ
れ
ら
に
は
、

約
３
億
５
０
０
０
万
円
の
予
算
を
計
上
し

ま
し
た
。
ま
た
万
が
一
、
支
援
が
必
要
な

場
合
に
備
え
て
は
、
複
数
の
都
市
と
の
災

害
時
相
互
応
援
協
定
を
結
ぶ
な
ど
市
民
の

安
心
、
安
全
に
向
け
た
対
策
を
多
方
面
か

ら
講
じ
ま
す
。

国
体
を
機
会
に
当
市
の
魅
力
を
発
信

　

県
で
の
開
催
が
４７
年
ぶ
り
と
な
る
第
６７

回
国
民
体
育
大
会
が
、
本
市
で
の
ス
ピ
ー

の
増
額
な
ど
に
よ
り
一
般
財
源
を
前
年
度

並
み
に
確
保
し
ま
し
た
。

庁
舎
整
備
な
ど
備
え
を
万
全
に

　

こ
と
し
は
、
当
市
で
予
想
さ
れ
る
諸
災

害
に
対
し
て
備
え
を
万
全
な
も
の
と
す
る

た
め
、「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
に

向
け
た
諸
施
策
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ

と
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
東
日
本
大
震

災
の
教
訓
と
台
風
な
ど
に
よ
る
災
害
、
特

に
、
政
府
の
地
震
調
査
委
員
会
が
発
表
し

た
東
海
地
震
で
の
、
３０
年
以
内
に
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
８
ク
ラ
ス
の
発
生
確
率
が
８８
㌫

と
前
年
に
比
べ
て
１
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

一
般
財
源
を
前
年
度
並
み
に
確
保

　

昨
年
３
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

に
よ
る
社
会
経
済
情
勢
の
不
安
、
長
引
く

デ
フ
レ
と
雇
用
情
勢
の
停
滞
や
ギ
リ
シ
ャ

の
財
政
問
題
か
ら
広
が
っ
た
欧
州
債
務
危

機
問
題
な
ど
、
国
内
外
の
経
済
環
境
は
、

先
行
き
の
不
透
明
感
を
い
っ
そ
う
強
め
て

い
ま
す
。

　

本
市
で
も
、
景
気
低
迷
な
ど
の
影
響
に

よ
り
、
こ
と
し
の
一
般
会
計
予
算
に
お
い

て
は
、
個
人
市
民
税
が
前
年
比
０
・
３
㌫
、

評
価
基
準
の
見
直
し
な
ど
で
、
固
定
資
産

税
が
４
・
８
㌫
の
減
収
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

厳
し
い
市
税
状
況
で
す
が
、
普
通
交
付
税

ド
ス
ケ
ー
ト
競
技
会
開
催
を
皮
切
り
に
い

よ
い
よ
始
ま
り
ま
し
た
。
特
に
、
ス
ピ
ー

ド
ス
ケ
ー
ト
競
技
会
は
、
ぎ
ふ
清
流
国
体

の
最
初
の
開
催
種
目
で
、
全
国
か
ら
も
注

目
を
浴
び
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
全
市

を
挙
げ
て
精
一
杯
の
お
も
て
な
し
と
会
場

に
響
き
渡
る
大
声
援
で
、
選
手
の
皆
さ
ん

を
応
援
。
期
間
中
延
べ
３
万
人
の
来
場
者

を
迎
え
た
こ
と
で
、
本
大
会
の
成
功
に
弾

み
が
つ
い
た
と
確
信
し
ま
し
た
。
ぎ
ふ
清

流
国
体
の
「
責
任
先
頭
」
の
役
割
は
、
果

た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
競
技
関
係
者

そ
し
て
大
会
を
も
て
な
し
の
心
で
支
え
て

い
た
だ
い
た
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
、

あ
ら
た
め
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

１０
月
６
日
㈯
か
ら
ま
き
が
ね
公
園
で
、

当
市
２
種
目
目
と
な
る
弓
道
競
技
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
競
技

会
と
同
様
に「
山
紫
水
明
の
ま
ち
恵
那
市
」

の
魅
力
を
全
国
に
余
す
こ
と
な
く
発
信
す

る
と
と
も
に
、市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、

本
市
を
訪
れ
る
選
手
や
大
会
関
係
者
の
皆

さ
ん
の
思
い
出
深
い
大
会
と
な
る
よ
う
全

力
で
取
り
組
み
ま
す
。

着
実
な
諸
施
策
の
実
現
に
努
力

　

こ
と
し
も
、
市
総
合
計
画
後
期
計
画
と

第
２
次
行
財
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き「
人
、

自
然
、
地
域
が
調
和
し
た
交
流
都
市
」
の

実
現
に
向
け
、
着
実
な
諸
施
策
の
実
現
に

努
め
ま
す
。
公
共
施
設
の
統
合
で
は
、
野

井
保
育
園
を
佐
々
良
木
保
育
園
と
統
合

し
、
新
し
く
「
み
さ
と
保
育
園
」
と
し
て

運
営
し
ま
す
。
ま
た
人
件
費
で
は
、
職
員

定
員
を
適
正
化
す
る
な
ど
、
削
減
に
努
め

ま
す
。

　

市
総
合
計
画
で
の
長
期
財
政
計
画
と
の

整
合
性
を
図
り
な
が
ら
、「
元
気
な
恵
那

市
」
を
引
き
続
き
情
報
発
信
し
つ
つ
、「
恵

那
市
に
住
み
た
い
」「
恵
那
市
に
住
ん
で

よ
か
っ
た
」
と
評
価
い
た
だ
け
る
ま
ち
づ

く
り
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
進
め
て

い
き
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
生
か
し

特集　本年度のまちづくり
施政方針

▲１０月６日から国体の弓
道競技が、まきがね公園
で開催。写真は、昨年６
月に同会場で開催された
全日本勤労者の弓道大会

滑昭和３５年に建設された
市役所第２庁舎。耐震の
指標となるＩＳ値は０．３７
と、基準となる０．６を大
きく下回っているため、
整備に取り掛かる

▲市議会定例会で施政方針を述べる可知市長
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自主財源

(34.1％
）

90億3,568万
円依
存
財
源
(65.9％)174 億 4,432

万円

義務的経費(44.3％
)117億

1,682万円

その他経費
(40.1％

)106
億
3,694 万円

投資的経費   （15.6%）41 億 2,624 万円

使用料及び手数料（１.６％）
４億２,１０４万円

諸収入など（３.６％）
９億６,１２６万円

繰越金（１.９％）５億円

市税（２５.７％）
６８億１, ４０７万円

市債（１２.９％）
３４億１,９４０万円

譲与税など（４.７％）
１２億２,８０１万円

地方交付税（３４.２％）
９０億６,０００万円

県支出金（６.８％）
１８億０,４６１万円

国庫支出金（７.３％）
１９億３,２３０万円

民生費（２４.３％）
６４億２,６７０万円

公債費（１５.９％）
４２億０,１００万円

総務費（１５.２％）
４０億１,１６０万円

衛生費（１１.８％）
３１億２,４００万円

土木費（９.５％）
２５億２,７５０万円

教育費（１１.２％）
２９億７,６４０万円

農林水産業費（５.０％）
１３億２,２８０万円

消防費（３.６％）
９億４,７７０万円

商工費（２.２％）
５億８,９６０万円

議会費（１.０％）
２億７,４２０万円

労働費（０.２％）
４,８５０万円

予備費（０.１％）
３,０００万円

人件費（１７.５％）
４６億３,３６８万円

扶助費（１０.９％）
２８億８,２１４万円

公債費（１５.９％）
４２億０,１００万円

普通建設費（１５.６％）
４１億２,６２４万円

物件費
（１７.３％）

４５億７,６２２万円

補助費等（８.２％）
２１億８,０４５万円

繰出金（１１.１％）
２９億４,４５０万円

その他（３.５％）
９億３,５７７万円

市
全
体
で
は
約
４
億
１
千
万
円
の
増

　

予
算
規
模
は
前
年
度
と
比
較
し

て
、
一
般
会
計
で
３
億
１
０
０
０
万

円
（
１
・
２
㌫
）
の
増
額
、
特
別
会
計
で

２
億
６
３
４
７
万
円
（
１
・
９
㌫
）の
増
、

企
業
会
計
で
は
１
億
６
４
３
０
万
円（
２
・

３
㌫
）
の
減
な
ど
、
全
会
計
の
合
計
で
は
、

４
億
９
１
７
万
円
（
０
・
９
㌫
）
の
増
額
と

な
り
ま
し
た
。

市
税
は
前
年
度
比
１
・
７
％
の
減
に

  

一
般
会
計
の
歳
入
で
は
、
景
気
低
迷
の

影
響
に
よ
っ
て
、
個
人
市
民
税
が
前
年

対
比
０
・
３
㌫
の
減
、
評
価
基
準
の
見

直
し
な
ど
に
よ
っ
て
固
定
資
産
税
が

４
・
８
㌫
の
減
に
な
る
な
ど
、
市
税
が

前
年
度
対
比
で
は
１
・
７
㌫
の
減
で
、

１
億
２
１
１
０
万
円
の
減
額
で
す
。

　

地
方
交
付
税
は
、
国
の
地
方
財
政
対

策
に
よ
り
、
昨
年
と
同
程
度
の
地
方

財
源
が
確
保
さ
れ
た
こ
と
に
加
え
、
当

市
の
市
税
収
入
の
減
少
や
公
債
費
の
増

加
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
普
通
交
付
税
に

１
億
６
０
０
０
万
円
の
増
額
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

　

ま
た
合
併
後
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
に
活
用
す
る
合
併
特
例
債

は
、
１９
億
２
２
２
０
万
円
を
計
上
し
て
い

ま
す
。

防
災
対
策
関
連
経
費
を
計
上

　

歳
出
で
は
、
防
災
関
連
事
業
と
し
て
小

を
行
い
ま
す
。
定
住
対
策
と
し
て
は
、
定

住
促
進
住
宅
建
設
事
業
、
歴
史
文
化
を
生

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
は
、
岩
村

藩
鉄
砲
鍛か

じ冶
加
納
家
の
整
備
や
大
井
宿
歴

史
的
建
造
物
の
調
査
、
安
全
な
保
育
環
境

を
保
つ
た
め
に
は
、
岩
村
保
育
園
の
大
規

模
改
修
事
業
な
ど
を
新
し
い
事
業
と
し
て

計
上
し
て
い
ま
す
。
ま
た
本
年
度
は
、
１０

月
６
日
㈯
か
ら
９
日
㈫
ま
で
開
催
さ
れ

る
、
ぎ
ふ
清
流
国
体
弓
道
競
技
会
の
経
費

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

南
部
地
区
の
簡
易
水
道
事
業
を
推
進

　

特
別
会
計
で
は
、
介
護
保
険
特
別
会
計

事
業
勘
定
で
保
険
給
付
費
の
増
加
に
よ

り
、
総
額
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
簡
易
水

道
事
業
特
別
会
計
で
は
、
上
矢
作
町
の
石

洞
地
区
と
木
の
実
地
区
で
水
道
区
域
の
拡

張
の
た
め
の
設
計
を
行
う
ほ
か
、
岩
村
町

や
山
岡
町
、
明
智
町
の
統
合
簡
易
水
道
建

設
に
向
け
事
業
を
進
め
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
で
は
、
奥

戸
、
岩
村
、
明
智
の
３
処
理
区
の
水
処
理

施
設
の
増
設
を
行
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
で
は
、

保
険
給
付
費
の
上
昇
に
よ
る
財
源
不
足
分

を
国
民
健
康
保
険
給
付
基
金
か
ら
の
繰
り

入
れ
に
よ
り
財
源
確
保
し
、
昨
年
に
引
き

続
き
、
保
険
料
の
改
定
を
行
わ
な
い
こ
と

と
し
ま
し
た
。

  

企
業
会
計
は
、
病
院
事
業
会
計
で
、
新

病
院
建
設
の
た
め
の
基
本
計
画
や
実
施
設

計
の
経
費
な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

中
学
校
施
設
防
災
機
能
確
保
事
業
、
防
災

備
蓄
倉
庫
整
備
事
業
、
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
整
備
事
業
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
整
備

事
業
、
市
役
所
庁
舎
整
備
事
業
、
上
矢
作

振
興
事
務
所
庁
舎
移
転
事
業
、
中
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
耐
震
補
強
事
業
な
ど

一般会計歳入一般会計歳出

特集　本年度のまちづくり
本年度予算

会　計 予算額 増減率

一 般 会 計 ２６４億８,０００万円 １.２％

特 別 会 計 １４４億０,１３９万円 １.９％

国民健康保険事業特別会計 ５６億8,１５０万円 △２.６％

介護保険特別会計 ５０億６,３４０万円 １.１％

簡易水道事業特別会計 １１億１,４９０万円 １６.０％

農業集落排水事業特別会計 ２億９,０７０万円 △０.４％

駐車場事業特別会計 ３,０４０万円 △３.５％

公共下水道事業特別会計 １５億８,８２０万円 １２.５％

遠山財産区特別会計 ５５０万円 △２９.９％

上財産区特別会計 １１９万円 △４５.２％

後期高齢者医療特別会計 ６億２,５６０万円 ５.９％

企 業 会 計 ７０億２,６２０万円 △２.３％

水道事業会計
収益的収支 ８億４,２１０万円 １.３％

資本的収支 ２億３,８８０万円 △５１.６％

病院事業会計
収益的収支 ４０億０,２００万円 △１.３％

資本的収支 ２億４,８２０万円 ６６.４％

介護老人保健

施設事業会計

収益的収支 ５億０,３９０万円 ２.３％

資本的収支 ３,９００万円 △２.３％

国民健康保険診
療所事業会計

収益的収支 ６億７,３２０万円 ０.７％

資本的収支 ３,８５０万円 ４０.５％

介護老人福祉
施設事業会計

収益的収支 ４億１,９００万円 １.５％

資本的収支 ２,１５０万円 ９.１％

予 算 総 額 ４７９億０,７５９万円 ０.９％

平成２４年度会計別予算額

一般会計２６４億８千万円
前年度より１.２％増
　本年度の市の予算が決まりました。総合計画と行財政改革を着実に前進さ

せ、「人・地域・自然が調和した交流都市」の実現に向け取り組みます。ま

た昨年の東日本大震災や台風災害を教訓に「災害に強いまちづくり」を進め

る予算としました。
□問い合わせ　財務課財政係志２６-２１１１（内線３５２）

歳　入目的別性質別

分担金及び負担金（１.３％）
３億３,９３２万円

▲

緊
急
用
の
弁
を
設
置
す
る
大
井
小
の
受
水
槽
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自
主
財
源
は

３４
％
、依
存
財
源
が

６６
％

　

市
税
収
入
や
分
担
金
・
負
担
金
、
使
用

料
・
手
数
料
や
繰
入
金
な
ど
を
合
わ
せ
た

自
主
財
源
は
３４
・
１
㌫
、
地
方
交
付
税
や

地
方
債
、
国
県
支
出
金
な
ど
の
依
存
財
源

は
６５
・
９
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
税
収
入
は
、
市
民
税
で
は
景
気
の
低

迷
に
よ
り
個
人
市
民
税
が
減
額
、
法
人
市

民
税
に
は
回
復
傾
向
が
見
ら
れ
、
前
年
比

２
・
５
㌫
の
増
額
と
な
る
見
込
み
で
す
。

固
定
資
産
税
は
、
評
価
替
え
の
影
響
に
よ

り
前
年
比
４
・
８
㌫
の
減
額
で
、
市
税
全

体
で
は
１
・
７
㌫
の
減
額
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。
普
通
交
付
税
は
、
税
収
の
減
や
公

債
費
の
増
な
ど
か
ら
２
・
０
㌫
の
増
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

　

県
支
出
金
は
、
緊
急
雇
用
対
策
補
助
金

や
木
材
公
共
施
設
整
備
事
業
の
終
了
に
よ

り
、
前
年
比
１０
・
９
㌫
の
減
少
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
市
債
（
市
の
借
金
）
は
、

前
年
比
５
億
９
９
７
０
万
円
（
２１
・
３
㌫
）

増
の
３４
億
１
９
４
０
万
円
を
計
上
し
て
い

ま
す
が
、
後
年
度
に
交
付
税
措
置
の
あ
る

過
疎
債
や
合
併
特
例
債
な
ど
有
利
な
起
債

を
多
く
活
用
し
、
将
来
の
負
担
が
重
く
な

ら
な
い
よ
う
配
慮
し
て
い
ま
す
。

目
的
別
で
は
民
生
費
が
全
体
の

２４
％                                                            

　

一
般
会
計
の
歳
出
を
目
的
別
に
見
る

の
全
面
施
行
に
よ
り
、
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

の
伸
び
が
大
き
な
要
因
と
な
り
増
額
し
て

い
ま
す
。
生
活
保
護
費
や
福
祉
医
療
費
が

増
え
た
こ
と
も
要
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

公
債
費
は
、
元
金
償
還
が
増
加
し
ま
し

た
が
、
現
在
の
長
期
財
政
計
画
で
は
、
平

成
２５
年
度
ま
で
増
加
す
る
傾
向
で
、
そ
の

後
減
少
す
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

総
務
費
は
、
５
年
計
画
の
最
終
年
と
な

る
岩
村
町
ま
ち
並
み
整
備
事
業
や
上
矢
作

振
興
事
務
所
庁
舎
移
転
事
業
な
ど
が
増
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。
衛
生
費
で
は
し
尿
投

入
施
設
建
設
事
業
や
エ
コ
セ
ン
タ
ー
恵
那

の
設
備
更
新
な
ど
で
増
額
し
て
い
ま
す
。

教
育
費
は
、
小
中
学
校
の
防
災
工
事
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
耐
震
補
強
工
事

の
他
、
岩
村
藩
鉄
砲
鍛
冶
加
納
家
や
正
家

廃
寺
跡
の
整
備
な
ど
の
文
化
財
保
護
事
業

を
増
額
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
歳
出
総
額
２
６
４
億
８
０
０
０
万

円
は
、
市
民
一
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と

４８
万
３
７
１
５
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

職
員
人
件
費
が
１
億
８
千
万
円
の
減

　

義
務
的
経
費
で
は
、
人
件
費
が
定
員

適
正
化
計
画
に
よ
り
１
億
７
８
０
０
万

円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
扶
助
費
は
、

障
害
者
自
立
支
援
給
付
費
や
福
祉
医
療

費
、
生
活
保
護
費
の
上
昇
な
ど
に
よ
り
、

１
億
１
８
０
０
万
円
増
加
し
ま
し
た
。

　

投
資
的
経
費
で
は
、
岩
村
町
ま
ち
並
み

整
備
事
業
、
し
尿
投
入
施
設
建
設
事
業
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
耐
震
補
強
工

事
の
他
、
大
井
町
の
神
ノ
木
橋
架
け
替
え

事
業
や
東
野
の
市
道
袖そ

で
ば
た畑

笠か
さ

作
づ
く
り

線せ
ん

の
改
良

事
業
な
ど
に
よ
り
前
年
度
か
ら
高
い
伸
び

と
な
り
ま
し
た
。

　

親
子
が
健
や
か
に
育
つ
環
境
を
整
備

し
、
子
ど
も
を
地
域
で
守
り
、
育
て
る
た

め
の
情
報
交
換
や
仲
間
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、
地
域
に
よ
る
子
育
て
支
援
施
策
を

進
め
ま
す
。
放
課
後
児
童
対
策
と
し
て
手

狭
に
な
っ
た
長
島
学
童
保
育
所
を
新
た
に

設
置
す
る
他
、
老
朽
化
し
た
岩
村
保
育
園

の
大
規
模
改
修
を
実
施
し
、
安
全
な
保
育

環
境
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

　

保
健
指
導
で
は
、
健
康
的
な
生
活
習
慣

を
身
に
付
け
、
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る

た
め
に
特
定
健
康
診
査
や
特
定
保
健
指
導

を
進
め
、
受
診
機
会
の
拡
充
と
受
診
率
の

向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。予
防
接
種
で
は
、

子
宮
頸け

い

が
ん
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
継
続
実
施
し

ま
す
。

  

高
齢
者
福
祉
で
は
、
高
齢
者
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
、
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る

よ
う
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

し
た
施
策
を
進
め
ま
す
。

　

地
域
医
療
の
推
進
で
は
、
医
療
の
安
定

確
保
を
図
る
た
め
、
恵
那
病
院
の
再
整
備

に
着
手
し
ま
す
。

　

岩
村
町
や
山
岡
町
、
明
智
町
で
行
っ
て

い
る
地
域
ま
ち
づ
く
り
事
業
は
、
岩
村
地

区
が
５
カ
年
計
画
の
最
終
年
と
な
り
、
新

た
な
ま
ち
の
魅
力
の
磨
き
上
げ
に
取
り
組

み
ま
す
。
ま
た
中
山
道
大
井
宿
周
辺
に
点

在
す
る
町
家
建
築
の
歴
史
的
建
造
物
の
調

査
を
行
い
、
歴
史
的
な
た
た
ず
ま
い
の
維

持
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

  

東
海
地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害
に
備

え
、
各
地
区
に
防
災
備
蓄
倉
庫
を
整
備
し

ま
す
。
ま
た
県
が
指
定
し
た
土
砂
災
害
等

警
戒
区
域
で
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成

し
、
防
災
意
識
の
高
揚
に
努
め
ま
す
。

  

移
住
、
定
住
対
策
で
は
、
空
き
家
バ
ン

ク
事
業
や
ふ
る
さ
と
活
性
化
協
力
隊
事

業
、
定
住
促
進
奨
励
金
の
交
付
を
引
き
続

き
行
い
、
新
規
事
業
と
し
て
は
、
飯
地
町

で
定
住
促
進
住
宅
を
３
棟
建
設
し
ま
す
。

　

ご
み
減
量
化
対
策
で
は
、
完
成
し
た
常

設
型
資
源
ご
み
回
収
施
設
で
、
ご
み
の
資

源
化
、
減
量
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
下
水
道
の
３
つ
の
処
理
場
で
水
処

理
設
備
を
増
設
し
、
安
定
し
た
生
活
排
水

の
処
理
向
上
に
努
め
ま
す
。

健
や
か
で
若
さ
あ
ふ
れ
る
元
気
な
ま
ち
（
健
康
・
福
祉
）

環
境
を
整
備
し
地
域
で
の
子
育
て
を
支
援

豊
か
な
自
然
と
調
和
し
た
安
全
な
ま
ち
（
生
活
環
境
）

大
井
宿
の
歴
史
的
建
造
物
の
維
持
向
上
に
着
手

※平成２４年１月１日現在の住民基本台帳と外国人登録

の人口、５４,７４３人で計算しています

市民１人当たりの額（年間）

と
、
民
生
費

が
２４
・
３
㌫

を
占
め
、
続

い
て
公
債
費

が
１５
・
９
㌫

と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

民
生
費
で

は
、
改
正
さ

れ
た
障
害
者

自
立
支
援
法

特集　本年度のまちづくり
本年度予算主な事業

納める市税の額 使われる金額

固定資産税

６０,５１８円

民生費

１１７,３９８円

市民税

４９,２３４円

公債費

７６,７４０円

市たばこ税

６,７１０円

総務費

７３,２８１円

都市計画税

４,８６１円

衛生費

５７,０６７円

軽自動車税

２,２７６円

教育費

５４,３７０円

その他
８７５円

その他
１０４,８５９円

合計
１２４,４７４円

合計
４８３,７１５円

葛
５
年
計
画
の
最
終
年
と
な
る
岩
村
町
ま
ち
並
み
整
備
事
業

▲大井宿周辺に点在する町家建造物を調査

▼改修する岩村保育園の園舎
こんな事業を進めます
事業の名称 予算額

岩村町・明智町・山岡町地域まちづくり事業 ６億５,４００万円

岩村簡易水道・山岡簡易水道・明智簡易水道統合事業 ２億８,９００万円

定住促進住宅建設事業 ４,９００万円

防災備蓄倉庫整備事業・土砂災害ハザードマップ整備 ２,０００万円

公共下水道奥戸処理区建設事業 １億７,０００万円

特定環境保全公共下水道明智処理区建設事業 １億６,１００万円

合併浄化槽設置補助事業 ８,７００万円

し尿投入施設建設事業 １億２,５００万円

住宅用太陽光発電システム設置補助事業 ２,９００万円

こんな事業を進めます
事業の名称 予算額

子どものための手当給付事業 １０億４,４００万円

子ども福祉医療費助成事業 ２億３,６００万円

妊産婦健康診査、母子健康指導、乳幼児健診事業 ６,６００万円

放課後児童対策事業、放課後児童クラブ施設整備事業 ４,７００万円

公立保育園の改修・改築事業 ２,８００万円

健康増進健診事業 ３,７００万円

特定健康診査・特定保健指導事業 ５,４００万円

予防接種事業 １億４,２００万円

市立恵那病院再整備事業・病院整備出資事業 ６,４００万円
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昨
年
４
月
に
制
定
し
た
生
涯
学
習
都
市

「
三
学
の
ま
ち
恵
那
」
宣
言
の
基
本
理
念

を
実
践
す
る
た
め
、
地
域
で
の
市
民
三
学

塾
を
開
催
す
る
な
ど
、
市
民
三
学
運
動
を

進
め
ま
す
。
ま
た
中
央
図
書
館
や
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
図
書
購
入
、
各

学
校
を
巡
回
す
る
司
書
を
配
置
し
て
、
図

書
室
の
運
営
や
読
書
活
動
を
支
援
し
ま

す
。
中
央
図
書
館
の
蔵
書
数
は
、
本
年
度

中
に
目
標
の
２０
万
冊
に
達
し
ま
す
。

  

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
改
修
事
業
で

は
、
施
設
を
よ
り
安
全
に
利
用
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
整
備
を

進
め
ま
す
。

  

市
指
定
の
岩
村
藩
鉄
砲
鍛
冶
加
納
家
の

整
備
や
国
史
跡
正
家
廃
寺
跡
の
保
存
整
備

の
た
め
の
公
有
地
化
事
業
な
ど
文
化
財
の

保
護
に
取
り
組
み
ま
す
。

  

１０
月
６
日
か
ら
９
日
ま
で
、
ま
き
が
ね

公
園
で
開
催
さ
れ
る
、
ぎ
ふ
清
流
国
体
弓

道
競
技
会
の
円
滑
な
運
営
を
行
い
ま
す
。

　

次
代
を
担
う
健
全
な
青
少
年
の
育
成
の

た
め
に
は
、
地
域
に
密
着
し
た
育
成
活
動

を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

  

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
指
針
に
基
づ
き
、

地
域
自
治
区
の
充
実
と
市
民
公
益
活
動
の

支
援
を
行
い
ま
す
。
県
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

の
認
証
事
務
な
ど
の
権
限
委
譲
を
受
け
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
支
援

し
ま
す
。
１３
の
地
域
自
治
区
で
展
開
さ
れ

て
い
る
地
域
づ
く
り
事
業
は
、
引
き
続
き

地
域
の
発
展
、
活
性
化
の
た
め
の
活
動
、

ま
ち
づ
く
り
市
民
活
動
推
進
助
成
事
業
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

（財）
民
間
都
市
開
発
推

進
機
構
の
資
金
を
活
用
し
て
、
地
域
の
ま

ち
づ
く
り
拠
点
の
整
備
な
ど
に
助
成
を
行

い
ま
す
。

 　

ま
た
老
朽
化
が
著
し
く
耐
震
性
に
乏

し
い
市
役
所
第
二
庁
舎
は
、
本
年
度
中
に

新
築
に
向
け
て
着
手
し
ま
す
。
上
矢
作
振

興
事
務
所
庁
舎
は
、
上
矢
作
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
へ
移
転
統
合
し
、
再
整
備
を

行
い
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
第
２
次
行
財
政

改
革
大
綱
に
よ
り
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安

定
的
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
続
け
ら

れ
る
自
治
体
経
営
を
目
指
し
て
、
行
財
政

改
革
を
着
実
に
進
め
ま
す
。

　

地
域
の
資
源
を
生
か
し
、
市
の
個
性
を

発
揮
し
て
魅
力
あ
る
ま
ち
と
す
る
た
め
、

「
恵
那
ブ
ラ
ン
ド
」
の
開
発
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
既
に
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
確

立
し
た
「
山
岡
細
寒
天
」、「
恵
那
栗
」
の

販
売
促
進
を
は
じ
め
、
新
し
い
特
産
品
の

開
発
と
普
及
Ｐ
Ｒ
を
進
め
ま
す
。

  

中
野
方
町
の
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
恵
那
跡
地

を
活
用
し
た
恵
那
栗
園
の
整
備
で
は
、
本

年
度
か
ら
県
の
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事

業
の
本
格
実
施
と
と
も
に
総
面
積
２０
㌶
の

栗
園
造
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

  

イ
ノ
シ
シ
や
猿
、
カ
ラ
ス
に
よ
る
農
産

物
被
害
対
策
事
業
は
、
本
年
度
も
電
気
牧

柵
の
設
置
補
助
、
捕
獲
檻
の
貸
与
や
狩
猟

者
の
支
援
と
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

恵
那
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
の
残
り
１
区
画

は
、
引
き
続
き
立
地
に
向
け
積
極
的
な
企

業
誘
致
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
市
内
企
業
の
支
援
の
た
め
、
市
内
企

業
の
情
報
発
信
と
育
成
に
努
め
ま
す
。

　

若
年
者
の
地
元
企
業
へ
の
就
職
を
図
る

た
め
に
は
、
就
職
情
報
交
換
会
や
面
接
会

な
ど
就
労
環
境
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
を
活
用
し

た
恵
那
中
心
部
の
ま
ち
並
み
整
備
事
業
で

は
、
国
道
１９
号
と
主
要
地
方
道
恵
那
白
川

線
を
結
ぶ
御
所
の
前
牧
田
線
の
整
備
や
地

域
内
の
生
活
道
路
の
改
修
、
恵
那
高
等
学

校
周
辺
の
通
学
路
の
整
備
な
ど
を
、
本
年

度
完
成
を
目
指
し
て
行
い
ま
す
。
ま
た
老

朽
化
し
た
神
ノ
木
橋
の
架
け
替
え
事
業
を

行
い
ま
す
。

  

市
道
の
改
良
で
は
、
国
道
２
５
７
号
か

ら
恵
那
総
合
庁
舎
方
面
へ
連
絡
す
る
市
道

袖
畑
笠
作
線
の
改
修
や
恵
那
テ
ク
ノ
パ
ー

ク
へ
連
絡
す
る
市
道
平
山
線
の
整
備
、
そ

の
他
の
幹
線
道
路
、
生
活
道
路
の
整
備
、

交
通
安
全
対
策
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

  

ま
た
瑞
浪
恵
那
道
路
の
早
期
事
業
化
に

向
け
た
取
り
組
み
を
引
き
続
き
進
め
ま

す
。
２
０
２
７
年
開
業
予
定
の
リ
ニ
ア
中

央
新
幹
線
を
核
と
し
た
、
新
し
い
時
代
の

ま
ち
づ
く
り
を
展
望
す
る
た
め
、
周
辺
地

区
の
調
査
や
ア
ク
セ
ス
道
路
の
検
討
な
ど

市
の
魅
力
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
施
策
に
取

り
組
み
ま
す
。

思
い
や
り
と
文
化
を
育
む
人
づ
く
り
の
ま
ち
（
教
育
・
文
化
）

「
三
学
の
ま
ち
恵
那
」
宣
言
を
実
践
し
生
涯
学
習
を
推
進

健
全
で
心
の
通
っ
た
協
働
の
ま
ち
（
市
民
参
画
）

地
域
の
発
展
と
活
性
化
の
た
め
の
活
動
を
応
援

快
適
に
暮
ら
せ
る
便
利
で
美
し
い
ま
ち
（
都
市
・
交
流
基
盤
）

生
活
や
活
性
化
に
つ
な
が
る
道
路
体
系
を
強
化

活
力
と
創
造
性
あ
ふ
れ
る
魅
力
あ
る
ま
ち
（
産
業
振
興
）

地
域
の
資
源
を
連
携
し
「
恵
那
ブ
ラ
ン
ド
」
を
開
発

特集　本年度のまちづくり
主な事業

▲グリーンピア跡地（中野方町）に総面積２０㌶の栗園を造成

▼改良する東野地内の市道袖畑笠作線▼子どもたちの読書活動を支援（写真は恵那東中学校の朝読書）

▲上矢作振興事務所が移転する上矢作コミュニティセンター

こんな事業を進めます
事業の名称 予算額

学校教育情報化推進事業 2,２００万円

少人数指導教育推進事業 2,５００万円

小中学校施設防災機能確保事業 １,６００万円

地区コミュニティセンター改修事業・バリアフリー推進事業 ２億４,９００万円

中央図書館読書活動推進事業 ４,３００万円

岩村城下まちなみ保存事業 ４,８００万円

市指定文化財保存整備事業 ８,３００万円

正家廃寺跡保存整備事業 ２,３００万円

ぎふ清流国体推進経費 １億３,０００万円

こんな事業を進めます
事業の名称 予算額

地域づくり推進（基金活用）事業 ４,０００万円

地域振興基金活用の積み立て ３億５,７００万円

ＮＰＯ支援・育成事業 ３,０００万円

放送運営事業 １,０００万円

国際交流・多文化共生の推進事業 ２１０万円

国際化に対応できる人づくり・まちづくり事業 ３７０万円

市議会議場音響・議会中継整備事業 ２,９００万円

市役所庁舎新館建設事業 ３,８００万円

上矢作振興事務所庁舎移転事業 ８,５００万円

こんな事業を進めます
事業の名称 予算額

商店街活性化事業・まちなか市の開催 ４８０万円

企業誘致対策事業 １億１,１００万円

一般造林間伐事業 １,９００万円

恵那栗栽培の振興 ６,４００万円

道の駅管理運営事業 １,９００万円

農産物鳥獣被害対策事業・有害鳥獣捕獲対策事業 １,４００万円

公共林道改良事業 ９,３００万円

くしはら温泉周辺整備事業 ３,４００万円

観光 PR事業の充実 ２,６００万円

こんな事業を進めます
事業の名称 予算額

地籍調査事業 ６,４００万円

リニアまちづくりの推進 ６１０万円

幹線道路整備事業 ３億４,１００万円

瑞浪恵那道路の事業化に向けた取り組み ４８０万円

都市計画道路整備事業 １億１,８００万円

生活道路整備事業 １億４,２００万円

橋りょう維持修繕事業 ３,５００万円

恵那東地区まち並み整備事業 ３億９,２００万円

交通安全施設等整備事業 ３００万円
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